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平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
は
６

月
20
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

委
員
会
報
告

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

４
月
４
日

■
調
査
事
項

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
広
域
小
麦
・
大

豆
乾
燥
調
整
貯
蔵
施
設
調
査
に
つ

い
て

■
調
査
結
果

指
摘
事
項
な
し

同
意

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
（
７
月
20
日
か
ら
新
農
業
委

員
会
制
度
に
移
行
さ
れ
る
た
め
）

　

出
口 

宜
伸 

氏　

(

再
任)

　

松
田  

力　

氏　

(

新
任)

　

中
村 

広
治 

氏　

(

再
任)

　

植
松 

春
雄 

氏　

(

新
任)

　

善
岡 

浩
樹 

氏　

(

再
任)

　

水
谷 

茂
樹 

氏　

(

再
任)

　

川
本 

和
幸 

氏　

(

再
任)

　

大
場 

信
一 

氏　

(

再
任)

　

北
清 

裕
邦 

氏　

(

再
任)

　

高
田 

秋
光 

氏　

(

新
任)

　

藤
崎 

正
雄 

氏　

(

新
任)

○
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
６
月
30
日
退
任
の
た
め
選
任

　

高
橋 

利
昌 

氏　

(

新
任)

原
案
可
決

○
北
竜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
安
全
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て○
北
竜
温
泉
大
規
模
改
修
１
期
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
１
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
３
０
，
９
６
０

千
円
を
追
加
し
、
総
額
３
，
９
３

２
，
９
６
０
千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(
第
１

号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
１
２
５
千
円
を

追
加
し
、
総
額
４
４
１
，
１
２
５

千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算(

第

１
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
１
９
千
円
を

減
額
し
、
総
額
３
３
，
８
８
１
千

円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
３
，
９
１
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
１
２
０
，
９

１
２
千
円
と
す
る
。

報
告
済

○
平
成
28
年
度
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て○
株
式
会
社
北
竜
振
興
公
社
の
経

営
状
況
を
説
明
す
る
書
類
の
提
出

に
つ
い
て

　
６
月
９
日
、
町
理
事
者
・
担
当

課
長
出
席
の
も
と
、
町
内
行
政
視

察
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
視
察
場
所

○
教
育
委
員
会
関
係

（
和
公
園
・
町
営
野
球
場
）

○
住
民
課
関
係

（
永
楽
園
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

和
市
街
・
碧
水
地
域
支
え
合
い
セ

ン
タ
ー
・
和
保
育
所
）

○
産
業
課
関
係

（
商
業
活
性
化
施
設
建
設
場
所
・

ひ
ま
わ
り
の
里
）

○
企
画
振
興
課
関
係

（
和
コ
ミ
セ
ン
・
ひ
ま
わ
り
油
用

圃
場
）

○
建
設
課
関
係

（
な
ご
み
団
地
建
設
場
所
・
碧
水

浄
化
セ
ン
タ
ー
・
培
本
社
古
作
線
・

培
本
社
排
水
機
場
）

○
総
務
課
関
係

（
公
用
車
車
庫
）

▲濱田企画振興課長補佐（道派遣）による
　ひまわり乾燥施設の説明
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ふ
る
さ
と
納
税
を
皆
さ
ん
は
ど

う
お
考
え
で
し
ょ
う
？　

28
年
度

の
北
竜
町
に
対
す
る
ふ
る
さ
と
応

援
寄
付
金
は
３
億
８
百
万
円
、
27

年
度
は
３
億
２
千
万
円
で
道
内
有

数
の
人
気
自
治
体
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
返
礼
品
代
金
や
送
料
、
広

報
経
費
や
手
数
料
な
ど
を
差
し
引

け
ば
、
本
町
で
の
事
業
に
使
用
で

き
る
部
分
は
実
質
、
寄
付
金
総
額

の
４
～
５
割
で
す
。
し
か
し
、
返

礼
品
の
ほ
と
ん
ど
が
地
場
産
品
で

あ
り
、
生
産
者
に
と
っ
て
は
大
変

あ
り
が
た
い
事
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
通
り
、
国

は
返
礼
品
の
額
を
寄
付
額
の
３
割

以
内
に
抑
え
る
よ
う
各
自
治
体
に

要
請
し
ま
し
た
が
、
実
際
、
本
町

も
４
～
５
割
相
当
の
物
が
多
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
様
に
お

得
感
を
求
め
品
定
め
を
し
て
い
る

寄
付
者
が
多
数
を
占
め
る
中
、
今

ま
で
の
よ
う
な
過
熱
ぶ
り
は
抑
え

ら
れ
る
事
と
な
り
、
今
後
、
寄
付

地
も
分
散
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
元
々
、

人
口
が
集
中
し
て
い
る
都
市
で
暮

ら
す
地
方
出
身
者
や
縁
の
あ
る
人

が
所
在
地
に
納
め
る
べ
き
住
民
税

を
そ
の
地
域
（
故
郷
）
の
活
性
化

の
為
に
寄
付
金
と
い
う
形
で
支
払

う
税
金
。
そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
、

ど
う
せ
取
ら
れ
る
税
金
な
ら
ば
品

物
で
手
元
に
戻
っ
て
く
る
こ
の
制

度
を
利
用
し
よ
う
と
思
う
納
税
者

が
激
増
、
そ
れ
に
伴
い
高
額
返
礼

品
競
争
が
激
化
し
て
い
っ
た
の
が

現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
当
然
、
都

市
部
の
納
税
額
は
減
少
し
、
死
活

問
題
と
す
る
所
も
出
て
い
ま
す
。

　

北
竜
町
の
よ
う
に
住
民
税
収
入

も
少
な
い
小
規
模
自
治
体
に
と
っ

て
は
恩
恵
大
の
制
度
で
す
が
、
返

礼
品
あ
り
き
の
寄
付
と
い
う
の
は

賛
否
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
島
勝
美
）


